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令和６年度青森県立保健大学後援会役員

　後援会会員の皆様には、ご健勝のこととお慶び申し上
げます。
　さて、後援会では、新入生研修や学生の福利厚生、大
学祭、サークルなどの活動および卒業研究への助成等、
大学に入学してから卒業するまでのさまざまな場面で学
生に対する支援を行うことを使命としております。
　特に令和５年度におきましては、新型コロナウイルス
感染症の検査費用の助成、国家試験対策費用の助成など、
学生への支援を適時適切に行うことができたと考えてお
ります。
　また、大学内で休養をとることができる場所として、
休養スペースを設置するにあたり、必要となる物品の購

入費用を後援会から助成し、学生の皆さんが適度に休息をとりながら、日々の勉学
に励むことができるよう支援しております。
　後援会では、会員の皆様のご理解とご協力のもと、これからも学生を全面的に支
援し、成長を温かく見守っていきたいと考えております。今後ともよろしくお願い
申し上げます。

後援会会長
福士 達也

令和５年度 後援会決算書（収入の部） （単位：円）

項　　目

1 会費収入 11,985,000
学部生11,450千円（@50,000×229人）
編入生75千円（@37,500×2人）
大学院生620千円（@20,000×31人）

12,145,000 160,000

35,943,141 35,943,141 0

預金利息 預金利息（前年度実績）149 429 280

47,928,290 48,088,570 160,280

2 前年度からの繰越金

3 雑収入

５年度予算（A） ５年度決算（B）比較（B-A） 摘　　要

合　　計

合　　計

小　計

（支出の部） （単位：円）
項　　目

1 会議費 23,000 理事会・監事監査等出席役員の交通費

自治会活動助成費　91,850円
サークル助成費　900,550円
サークル特別助成費　714,550円
サークル特別助成費戻入れ　△170,000円

4,040 △ 18,960

250,000 99,699 △ 150,301

300,000 173,268 △ 126,732
残高証明書発行手数料 660円
保護者懇談会・総会開催案内送料78,008円
後援会費振込用紙印刷代　94,600千円

12,555,000 9,990,363 △ 2,564,637

1,810,000 1,536,950 △ 273,050

1,400,000 1,862,126 462,126

大学院新入生交流会

※次年度への繰越金37,920,899円 （総収入48,088,570円 - 総支出 10,167,671円）

注） 長期預り金は、令和5年4月20日に出金専用口座に入金したもの。
 公立大学法人青森県立保健大学名義の使途不明口座を解約したことに伴う残金であり、
 将来的に権利者から返還請求がなされた場合に柔軟に対応できるよう、
 教務学生課所管の後援会の口座に長期預り金として入金した。

84,000 40,156 △ 43,844

52,000 0 △ 52,000

検査費（肝炎、新型コロナ、実習関係）
 1,986,075円
休養スペース整備費　864,740円
卒業（修了）年次研究等助成　2,363,330円
　　　　〃　　　　戻入れ　△40,000円
卒業関連事業助成　1,105,550円
　　　　〃　　　　戻入れ　△170,474円
修了関連事業助成　22,661円

4,750,000 2,850,815 △ 1,899,185

480,000 319,550 △ 160,450

12,930,000 10,167,671 △ 2,762,329
34,998,290 37,920,899 2,922,609

47,928,290 48,088,570 160,280

3,781,000 3,281,067 △ 499,933

2 事務費

3 事業費

4 予備費

5 次年度以降事業費

― 92,308 注）使途不明口座解約金―１　長期預り金

（1）サークル活動助成費

５年度予算（C） ５年度決算（D）比較（D-C） 摘　　要

（2）大学祭等助成費

（3）会報誌作成費

（4）学生福利厚生費

（5）卒業関係・国家
 試験対策関係
 助成費

（6）新入生研修費

（7）その他

（1）サークル活動助成費

（2）大学祭等助成費

（3）会報誌作成費

（4）学生福利厚生費

（5）卒業関係・
 国家試験対策関係
 助成費

（6）新入生研修費

（7）その他

令和６年度 後援会予算書（収入の部） （単位：円）

項　　目

1 会費収入
（大学予算案ベース）
学部生11,400千円（@50,000×228人）
編入生150千円（@37,500×4人）
大学院生540千円（@20,000×27人）

12,090,000 105,000

37,920,899 1,977,758

429149 280

50,011,328 2,083,038

2 前年度からの繰越金

3 雑収入

６年度予算（B） 比較（B-A） 摘　　要

合　　計

合　　計

小　計

（支出の部） （単位：円）
項　　目

1 会議費 理事会・監事監査等出席に係る役員の交通費
＠1千円×1人×3回

自治会活動助成費　100千円
サークル助成費　1,110千円（30千円×37団体）
サークル特別助成費　900千円（60千円×15団体）

3,000 △ 20,000

「活彩!保健大学だより」作成･発送費
負担分（前年度同額）250,000 0

201,000 △ 99,000
残高証明書発行手数料ほか　1千円
監査・理事会案内、
保護者懇談会開催案内発送料 100千円

12,444,000 △ 111,000

2,110,000 300,000

大学祭運営費（前年度同額）

卒業年次研究等助成・卒業関連事業助成
　3,450千円（15千円×230人）
修了年次研究等助成・修了関連事業助成
　420千円（12千円×35人）

1,900,000 500,000

慶弔費など52,000 0

検査費（肝炎、新型コロナ、実習関係）
 3,750千円
（4千円×学部生930人＋院生500円×60人）

3,750,000 △ 1,000,000

新入生研修に係る助成費　 お弁当ほか480千円
｛1.5千円＊(新入生230人+上級生70人+教職員20人）｝480,000 0

大学院新入生交流会　1.2千円
＊（新入生等30人＋教職員40人)84,000 0

12,700,000 △ 230,000
37,311,328 2,313,038

50,011,328 2,083,038

3,870,000 89,000

2 事務費

3 事業費

4 予備費

5 次年度以降事業費

６年度予算（D）

11,985,000

35,943,141

47,928,290

５年度予算（A）

23,000

250,000

300,000

12,555,000

1,810,000

1,400,000

52,000

4,750,000

480,000

84,000

12,930,000
34,998,290

47,928,290

3,781,000

５年度予算（C） 比較（D-C） 摘　　要

　近頃、「人生100年時代」という言葉をよく耳にしますが、職
業人生が長期化していく中で、学生には、将来にわたり自分の
人生を自ら切り開き、主体的にキャリア形成していくことが求
められます。後援会は、学生の福利厚生の充実に加え、サーク
ル活動や大学祭など課外活動も支援しており、このことは学生

の主体的なキャリア形成に資する自己理解や啓発的経験にも繋
がるものであり、厚く感謝申し上げます。
　今後も後援会と大学が連携し、学生生活全般にわたり支援し
ていきたいと考えますので、引き続き、よろしくお願いいたし
ます。

後援会からのお知らせ

大学から後援会へ　教務学生課長 大西 学　

　学長あいさつ

私たちは、本学で得た専門性を生かして各人が目指す未来を描くことができるように、 
様々な背景や考えをもつ皆さんがともに学ぶための環境づくりや支援に努めています。 
この冊子で紹介した多くの「生の声」からも、のびのびと楽しく学びを深め、社会で活躍
している様子がうかがえ、たいへん嬉しく思っています。「インスタグラム」などからも、
リアルな姿や声を随時お伝えしておりますので、フォローよろしくお願いします。

学長　吉池 信男

　こんにちは。令和6年度、青森県立保健大学の大
学祭実行委員長の理学療法学科３年の篠崎佑介で
す。今年の大学祭について少しお話します。
　今年の大学祭のテーマはVein～モーリーの守り
たいもの～となっております。「Vein」とは静脈のこ
とであり、全人類に存在します。静脈とは老廃物や
二酸化炭素を含んだ血液が流れている場所です。
私たちが暴飲暴食をしたり、ストレスを受けて自律
神経やホルモンのバランスが崩れて血管が傷つい
たりしても、絶えず血液を心臓へ流し続けます。モ
ーリーは静脈を象徴していて、リンリンは動脈を象

徴しています。つまり、モーリーはリンリンや心臓が正常に働くように常
に動き続けているのです。今回は日頃頑張っているモーリー（静脈）の
存在に気付いてもらえるようにこのテーマにしました。

　今年は昨年度と同様に芸人のスペシャルステージやビンゴ大会を開
催する予定です。さらに、野球大会やゲーム大会などの新しい企画をい
くつも用意しております。景品も用意する予定です。今年の大学祭にご
期待ください。
　昨年度から新型コロナウイ
ルスが第５類に移行し、たくさ
んのことが再びできるようにな
りました。そのため、多くの企
画を用意します。本学の学生だ
けでなく、地域の方々が安全か
つ楽しめて健康に良いものを
準備します。当日のご来場お待
ちしております。

　在学生の保護者等の皆様を対象とした懇談会を開催いたします。皆様のご参加、お待ちしております。
●日時：令和６年10月12日（土）10時30分から1２時00分まで
●場所：青森県立保健大学　教育研究Ｂ棟２階
　 Ｂ209 演習室（看護学科）、Ｂ201会議室（理学療法学科）
　 Ｂ203会議室（社会福祉学科）、Ｂ202会議室（栄養学科）
●内容：10:30～ 後援会長あいさつ、学生部長からの情報提供
 10:40～ 学科長からの説明（実習支援、講義の状況、就職・国家試験）
 10：55～ 担当教員による個別面談（事前申込制）※申込みは締め切りました。
●上記会場をご自由に出入りいただけます。当日は大学祭を開催しています。

　本学公式インスタグラムでは、保健大学
のリアルな日常（イベント、授業風景、学生
生活等）を日々発信しております。学生に
よる投稿もありますので、
ぜひ、フォローしていただ
き、本学の日常を垣間見
ていただければ幸いです。

　本学の歴史は、同時に皆様方の暖かいご支援の歴史でも
あります。本学では、2種類の基金を設置しております。今
後とも皆さまの暖かいご支援をよろしくお願いいたします。
■一般基金
　教育・研究・地域貢献活動、学生活動・学生生活の支援、
施設・設備・環境の整備のために活用させていただきます。
用途を指定することもできます。
■特定基金
　特定のプロジェクトを支援するための基金で、現在次の２つが設置さ
れています。
●青森から繋げるアジアで活躍する栄養の若手人材育成のための教
育・学術国際交流活動基金（EYNAプロジェクト）

　本学栄養学科の学生及び本学大学院生、栄養学を学ぶ東南アジ
アの外国人留学生などの教育・学術交流活動を支援し、若手人材の
育成に役立てることを目的とした基金です。昨年度は、交流協定を
結んでいる十文字学園女子大学大学院のベトナム人留学生・教員を
招聘し、本学学生・既卒生と交流を実施しました。

●「絵本」を活用した保健医療福祉職（本学各学科に関する国家資格）
の魅力発信事業
　子どもたちに保健医療福祉職の魅力を伝えることで、子どもたち
が専門職に興味を持ち、将来なりたい職業として身近に感じてくれ
ること、また、将来の本学入学希望者の獲得につながり保健医療福
祉職の養成として本県に大きく寄与することに資することを目的と
して新たに特定基金を設置しました。

公式インスタグラムフォローのお願い

御寄付は
こちらから

インスタグラムはこちらから ➡

大学祭のお知らせ　　10/12㈯・13㈰

御寄附のお願い

保護者等懇談会のお知らせ　　10/12㈯

大学祭実行委員長
理学療法学科３年
篠崎 佑介さん

〒030-8505
青森県青森市大字浜館字間瀬 58-1　電話 017-765-2000（代表）・FAX 017-765-2188 URL https://www.auhw.ac.jp/
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青森県立保健大学に在学したことに満足している

所属学科に在学したことに満足している

キャリア形成（就職等）に関する
情報提供は十分だった

資格取得／国試合格に向けた
（キャリア）支援は十分だった

就職や進路選択から実現（決定）までの
支援は十分だった

内定／決定した就職先や進路に満足している　

社会人/職業人としての態度を身に付けるための
支援は十分だった

■全くそう思わない ■そう思わない ■そう思う ■とてもそう思う
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学生部長メッセージ　児玉 寛子

新入生メッセージ

在学生メッセージ

卒業生メッセージ（就職1年目）

令和6年度入学者数（227名）

学部卒業生の就職率

累計卒業者・修了者数

国家試験合格率

学部卒業生の満足度（令和５年度卒業生）

本学大学院（博士前期課程）への進学者数（過去5年間）

新入生への歓迎の言葉　栄養学科4年 小笠原 美玖さん　

ストレート進学者メッセージ　看護学科 清水 菜月さん

担当教員　看護学科教授 古川 照美　

学科ごとの国家試験対策の取組内容

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在
学生一同、皆さんのご入学を心より歓迎します。大
学生活では、「一つひとつのことに対して目標を持っ
て取り組むこと」が大切です。目標を持ち行動するこ
とで、人との出会いや多様な考え方、成功から得る

看護学科　萬谷 将成さん（青森県出身）
　一年前期を終えて、徐々に大学生活にも慣れ、毎日
楽しく過ごしています。最初は、学習面での不安があり
ましたが、今では看護学科の仲間と一緒に勉強をして
いるおかげで、あまり不安を感じることなく勉強に取り
組むことができています。

社会福祉学科　工藤 仁さん（青森県出身）
　受験では自分がどのような人で、いかに熱意をもって入
学を志しているかを示し、学校推薦型選抜で入学しました。
専門科目を学び、演習や実習を体験して自分の価値観や
考え方が広がっていく日々はとても楽しいです。優しい先
生方と友達のおかげで、充実した日々を送れています。

栄養学科　藤田祥輝さん（青森県出身）
　一般入試前期日程試験で合格しました。平日は授業、
休日はアルバイトをしています。大学生活に少し不安が
ありましたが、優しい友人に恵まれ、楽しく過ごすこと
ができています。

理学療法学科　伊東 瑞稀さん（岩手県出身）
　大学生活は思い描いていたよりも断然楽しいです。
最初は馴染めるかなと不安が大きかったのですが皆同
じ夢を追っている仲間でお互いを高め合えるし、良い意
味でうるさくて一緒にいて本当に楽しいです。授業は専
門的で楽しみ、また、やりがいをもって学べています。

　キャリア開発センターでは、学生が主体的に
キャリアをデザインし、自分らしく活躍できる
場を選ぶためのサポートをしています。一人ひ
とりの疑問や不安に、教員や就職相談員が親
身に対応し、就職活動へのモチベーションを支
えます。また、求人情報や就活体験談は、学内
外のどこからでも閲覧・検索できるよう、独自
の就職支援サイトを運用しています。この他、
就職活動を支援する各種行事や、オンライン面
接等に対応した個別ブースの環境を整えるなど、
きめ細やかに学生をバックアップしています。

令和５年度学部卒業生の就職率
（令和６年5月1日現在）

■看護学科 100
■理学療法学科 97
■社会福祉学科 98
■栄養学科 96
■学部全体 98

％　
.2％
.0％
.8％

.6％

看護学科　野呂 奈央さん（青森慈恵会病院　看護師）　
　私は青森慈恵会病院の3B病棟(一般病棟内科)で勤務しています。ここでは急性
期から緩和ケアまで幅広く患者様の看護を学ぶことができます。先輩方のご指導
のもと、日々患者様に寄り添った看護が提供できるよう精進しております。学生の
皆さん、勉強も頑張りつつ、今しかない青春を謳歌してください！皆さんのことを全
力で応援しています��

理学療法学科　石川 真生さん（横浜新都市脳神経外科病院　理学療法士）　
　私は現在、横浜新都市脳神経外科病院に勤務しています。予後予測や評価など
に苦戦していますが、患者様の回復に貢献できることにやりがいを感じています。
大学生活は授業や実習と忙しいですが、目標に向かって頑張りましょう。

社会福祉学科　武田 華鈴さん（青森市福祉部障がい者支援課　精神保健福祉士）
　私は、青森市役所障がい者支援課の精神保健福祉士として働いています。主に
精神保健福祉に関する業務を担当し、制度を利用する際の疑問や、日常生活の中
での困りごとや悩みごと等のお話を聞き、市民の方の不安な気持ちを少しでも軽く
できるようにかかわりを持つことを心がけています。在学中は講義や実習で学ぶこ
とも多く大変な時期ですが、自分の知識が増えていくことの楽しさもあると思いま
す。自分の夢に向かって一緒に頑張っていきましょう！

栄養学科　 及川 奈穂さん（太子食品工業株式会社　管理栄養士）
　私は現在、食品メーカーに勤務しています。今は、製品の製造原理を学ぶために
工場で働いていますが、今後は管理栄養士としての専門的な知識を活かして商品
開発の部門に携わる予定です。管理栄養士としての活躍の場は多岐にわたるため、
管理栄養士の知識や資格を持っていることは強みになると思います。在学中に
様々なことにチャレンジし視野を広げていって欲しいと思います！

　4年生の統合実習や在宅看護
実習では3年間で培った知識や
技術を発揮し主体的な看護を実
践できました。実習での患者さん
との関わりや学生と一緒に乗り
越えて得た経験は一生の思い出
です。国試の勉強や看護研究も
友人や教員と共に頑張って乗り
越えたいと思います。

　理学療法学科の1、2年次は座
学が中心ですが、3年次以降は
臨床実習が始まります。臨床実
習では実際の患者様に対して測
定や評価を行うため緊張します
が、とても勉強になりました。こ
れから国家試験や卒業研究など
がありますが、最後の大学生活
を楽しみたいと思います！

　公務員の就職と大学院進学の
両立を目標に掲げ、日々準備をし
ています。また、卒業論文や国家
試験の勉強に追われる毎日です
が、先生方の手厚いサポートもあ
り、これらの目標に向けて充実し
た時間を過ごせています。

　栄養学科では、講義、実験、学
内外での実習等を通して、食や
健康に関する多くの知識を身に
つけることができます。クラスメ
ートや先生方に支えられながら、
日々の学業に励んでいます。私は、
おかず味噌汁健やか力向上委員
会やサークルにも所属しており、
学業以外でも充実した日々を過
ごしています。

┃ 看護学科　
　低学年から意識してもらえるよう、講義に過去問題を
盛り込んだり、受験対策ガイダンスを実施しています。ま
た、国家試験対策学生委員をサポートし、模擬試験や補
講、学習相談会の実施、学習環境の整備を行っています。
┃ 理学療法学科　
　4年生までの学習状況に応じ、全学生に対して個別に
担当教員を配置し、早期から細やかなサポートをしてい
ます。定期的な面談で進捗状況を確認し、課題対策を図
っています。また、スマホアプリを利用し、日時・場所を
問わず国家試験や模試の過去問に取りかかれる環境を
作り、日々の隙間時間の有効活用を図っています。
┃ 社会福祉学科　
　自習室に全科目の参考書や過去問、受験ワークブック
等を配置し、受験勉強しやすい環境を整えています。ま
た、卒業生による受験体験報告を実施し、受験の動機づ
けを高めるほか、合格率を高めるため、模擬試験受験の
推奨や、Web講座・アプリの紹介、教員による受験対策
講座等を行っています。
┃ 栄養学科　
　近年の管理栄養士国家試験の出題傾向を分析して授
業をアップデートしています。4年次4月に各ゼミから「国
試対策メンバー」を選出し、国試対策教員とゼミ担当教
員が協同してサポートしながら、学生主体で国家試験対
策を進めています。

累計卒業者数
4,451名

累計修了者数
315名

学部

大学院

■看護学科
■理学療法学科
■社会福祉学科
■栄養学科

■博士前期課程
■博士後期課程

看護学科 4年
向谷地 紫織さん

理学療法学科 4年
木村 勇吾さん

社会福祉学科 4年
須藤 慎之介さん

栄養学科 4年
髙木 李子さん
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┃ 理学療法学科　

┃ 栄養学科　

┃ 看護学科　

┃ 社会福祉学科　

3.5%が
未内定/未決定

自信、失敗からの学びがあります。大学生活は自
分で選択する機会が多くあるため、何を成し遂げ
たいかを明確にし、時間を有効に使ってほしいと
思います。これからの4年間が皆さんにとって意
義深く、宝となることを心より願っています。

　本学では学生にとって
安心かつ安全な大学生活
を支える環境づくりをめ
ざして、ソフト・ハードの
両面から学生支援を展開
しています。今年度は昨年

度の在学生生活調査に寄せられた自由記
述をもとに大学生が遭遇しやすいトラブ
ルから身を守るためのセミナーを予定し
ています。また大学祭やサークル活動な
ど学生の主体的活動への支援にも力を入
れています。引き続き、皆様のご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。

データ集はこちら

　大学院では、著名な先生方のご講義や聴講者同士のディス
カッション、修士・博士合同の公開発表会等、質の高い教育を
受けることができます。また、研究に関する基礎教育が丁寧で
研究のノウハウを一から学ぶことができています。ストレート
進学者の受け入れも手厚く、学部生の時に興味をもった分野に
ついてさらに学べる恵まれた環境だと思います。
　まだまだ未熟ですが、エビデンスになるような有意義な研究
ができるよう頑張ります！

　地域の保健師と一緒に、学校と連携した研究事業を行ってきました。院生はそれらの報告
を大学進学に際し、目を通していたとのことです。本学を選んだ理由に研究が関わっていたこ
とを知り、嬉しく思いました。学部学生からストレートで大学院に進学し、研究できるという
ことは、学部で培った素養をもとに、研究テーマをさらに深化させ、発展させることができる
と考えます。地域に還元できる研究を一緒にすすめていきたいと思います。

青 森 県 立 保 健 大 学 の  デ ー タ と リ ア ル青 森 県 立 保 健 大 学 の  デ ー タ と リ ア ル
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青森県立保健大学に在学したことに満足している

所属学科に在学したことに満足している

キャリア形成（就職等）に関する
情報提供は十分だった

資格取得／国試合格に向けた
（キャリア）支援は十分だった

就職や進路選択から実現（決定）までの
支援は十分だった

内定／決定した就職先や進路に満足している　

社会人/職業人としての態度を身に付けるための
支援は十分だった
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学生部長メッセージ　児玉 寛子

新入生メッセージ

在学生メッセージ

卒業生メッセージ（就職1年目）

令和6年度入学者数（227名）

学部卒業生の就職率

累計卒業者・修了者数

国家試験合格率

学部卒業生の満足度（令和５年度卒業生）

本学大学院（博士前期課程）への進学者数（過去5年間）

新入生への歓迎の言葉　栄養学科4年 小笠原 美玖さん　

ストレート進学者メッセージ　看護学科 清水 菜月さん

担当教員　看護学科教授 古川 照美　

学科ごとの国家試験対策の取組内容

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在
学生一同、皆さんのご入学を心より歓迎します。大
学生活では、「一つひとつのことに対して目標を持っ
て取り組むこと」が大切です。目標を持ち行動するこ
とで、人との出会いや多様な考え方、成功から得る

看護学科　萬谷 将成さん（青森県出身）
　一年前期を終えて、徐々に大学生活にも慣れ、毎日
楽しく過ごしています。最初は、学習面での不安があり
ましたが、今では看護学科の仲間と一緒に勉強をして
いるおかげで、あまり不安を感じることなく勉強に取り
組むことができています。

社会福祉学科　工藤 仁さん（青森県出身）
　受験では自分がどのような人で、いかに熱意をもって入
学を志しているかを示し、学校推薦型選抜で入学しました。
専門科目を学び、演習や実習を体験して自分の価値観や
考え方が広がっていく日々はとても楽しいです。優しい先
生方と友達のおかげで、充実した日々を送れています。

栄養学科　藤田祥輝さん（青森県出身）
　一般入試前期日程試験で合格しました。平日は授業、
休日はアルバイトをしています。大学生活に少し不安が
ありましたが、優しい友人に恵まれ、楽しく過ごすこと
ができています。

理学療法学科　伊東 瑞稀さん（岩手県出身）
　大学生活は思い描いていたよりも断然楽しいです。
最初は馴染めるかなと不安が大きかったのですが皆同
じ夢を追っている仲間でお互いを高め合えるし、良い意
味でうるさくて一緒にいて本当に楽しいです。授業は専
門的で楽しみ、また、やりがいをもって学べています。

　キャリア開発センターでは、学生が主体的に
キャリアをデザインし、自分らしく活躍できる
場を選ぶためのサポートをしています。一人ひ
とりの疑問や不安に、教員や就職相談員が親
身に対応し、就職活動へのモチベーションを支
えます。また、求人情報や就活体験談は、学内
外のどこからでも閲覧・検索できるよう、独自
の就職支援サイトを運用しています。この他、
就職活動を支援する各種行事や、オンライン面
接等に対応した個別ブースの環境を整えるなど、
きめ細やかに学生をバックアップしています。

令和５年度学部卒業生の就職率
（令和６年5月1日現在）

■看護学科 100
■理学療法学科 97
■社会福祉学科 98
■栄養学科 96
■学部全体 98
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看護学科　野呂 奈央さん（青森慈恵会病院　看護師）　
　私は青森慈恵会病院の3B病棟(一般病棟内科)で勤務しています。ここでは急性
期から緩和ケアまで幅広く患者様の看護を学ぶことができます。先輩方のご指導
のもと、日々患者様に寄り添った看護が提供できるよう精進しております。学生の
皆さん、勉強も頑張りつつ、今しかない青春を謳歌してください！皆さんのことを全
力で応援しています��

理学療法学科　石川 真生さん（横浜新都市脳神経外科病院　理学療法士）　
　私は現在、横浜新都市脳神経外科病院に勤務しています。予後予測や評価など
に苦戦していますが、患者様の回復に貢献できることにやりがいを感じています。
大学生活は授業や実習と忙しいですが、目標に向かって頑張りましょう。

社会福祉学科　武田 華鈴さん（青森市福祉部障がい者支援課　精神保健福祉士）
　私は、青森市役所障がい者支援課の精神保健福祉士として働いています。主に
精神保健福祉に関する業務を担当し、制度を利用する際の疑問や、日常生活の中
での困りごとや悩みごと等のお話を聞き、市民の方の不安な気持ちを少しでも軽く
できるようにかかわりを持つことを心がけています。在学中は講義や実習で学ぶこ
とも多く大変な時期ですが、自分の知識が増えていくことの楽しさもあると思いま
す。自分の夢に向かって一緒に頑張っていきましょう！

栄養学科　 及川 奈穂さん（太子食品工業株式会社　管理栄養士）
　私は現在、食品メーカーに勤務しています。今は、製品の製造原理を学ぶために
工場で働いていますが、今後は管理栄養士としての専門的な知識を活かして商品
開発の部門に携わる予定です。管理栄養士としての活躍の場は多岐にわたるため、
管理栄養士の知識や資格を持っていることは強みになると思います。在学中に
様々なことにチャレンジし視野を広げていって欲しいと思います！

　4年生の統合実習や在宅看護
実習では3年間で培った知識や
技術を発揮し主体的な看護を実
践できました。実習での患者さん
との関わりや学生と一緒に乗り
越えて得た経験は一生の思い出
です。国試の勉強や看護研究も
友人や教員と共に頑張って乗り
越えたいと思います。

　理学療法学科の1、2年次は座
学が中心ですが、3年次以降は
臨床実習が始まります。臨床実
習では実際の患者様に対して測
定や評価を行うため緊張します
が、とても勉強になりました。こ
れから国家試験や卒業研究など
がありますが、最後の大学生活
を楽しみたいと思います！

　公務員の就職と大学院進学の
両立を目標に掲げ、日々準備をし
ています。また、卒業論文や国家
試験の勉強に追われる毎日です
が、先生方の手厚いサポートもあ
り、これらの目標に向けて充実し
た時間を過ごせています。

　栄養学科では、講義、実験、学
内外での実習等を通して、食や
健康に関する多くの知識を身に
つけることができます。クラスメ
ートや先生方に支えられながら、
日々の学業に励んでいます。私は、
おかず味噌汁健やか力向上委員
会やサークルにも所属しており、
学業以外でも充実した日々を過
ごしています。

┃ 看護学科　
　低学年から意識してもらえるよう、講義に過去問題を
盛り込んだり、受験対策ガイダンスを実施しています。ま
た、国家試験対策学生委員をサポートし、模擬試験や補
講、学習相談会の実施、学習環境の整備を行っています。
┃ 理学療法学科　
　4年生までの学習状況に応じ、全学生に対して個別に
担当教員を配置し、早期から細やかなサポートをしてい
ます。定期的な面談で進捗状況を確認し、課題対策を図
っています。また、スマホアプリを利用し、日時・場所を
問わず国家試験や模試の過去問に取りかかれる環境を
作り、日々の隙間時間の有効活用を図っています。
┃ 社会福祉学科　
　自習室に全科目の参考書や過去問、受験ワークブック
等を配置し、受験勉強しやすい環境を整えています。ま
た、卒業生による受験体験報告を実施し、受験の動機づ
けを高めるほか、合格率を高めるため、模擬試験受験の
推奨や、Web講座・アプリの紹介、教員による受験対策
講座等を行っています。
┃ 栄養学科　
　近年の管理栄養士国家試験の出題傾向を分析して授
業をアップデートしています。4年次4月に各ゼミから「国
試対策メンバー」を選出し、国試対策教員とゼミ担当教
員が協同してサポートしながら、学生主体で国家試験対
策を進めています。

累計卒業者数
4,451名

累計修了者数
315名

学部

大学院

■看護学科
■理学療法学科
■社会福祉学科
■栄養学科

■博士前期課程
■博士後期課程

看護学科 4年
向谷地 紫織さん

理学療法学科 4年
木村 勇吾さん

社会福祉学科 4年
須藤 慎之介さん

栄養学科 4年
髙木 李子さん
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┃ 理学療法学科　

┃ 栄養学科　

┃ 看護学科　

┃ 社会福祉学科　

3.5%が
未内定/未決定

自信、失敗からの学びがあります。大学生活は自
分で選択する機会が多くあるため、何を成し遂げ
たいかを明確にし、時間を有効に使ってほしいと
思います。これからの4年間が皆さんにとって意
義深く、宝となることを心より願っています。

　本学では学生にとって
安心かつ安全な大学生活
を支える環境づくりをめ
ざして、ソフト・ハードの
両面から学生支援を展開
しています。今年度は昨年

度の在学生生活調査に寄せられた自由記
述をもとに大学生が遭遇しやすいトラブ
ルから身を守るためのセミナーを予定し
ています。また大学祭やサークル活動な
ど学生の主体的活動への支援にも力を入
れています。引き続き、皆様のご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。

データ集はこちら

　大学院では、著名な先生方のご講義や聴講者同士のディス
カッション、修士・博士合同の公開発表会等、質の高い教育を
受けることができます。また、研究に関する基礎教育が丁寧で
研究のノウハウを一から学ぶことができています。ストレート
進学者の受け入れも手厚く、学部生の時に興味をもった分野に
ついてさらに学べる恵まれた環境だと思います。
　まだまだ未熟ですが、エビデンスになるような有意義な研究
ができるよう頑張ります！

　地域の保健師と一緒に、学校と連携した研究事業を行ってきました。院生はそれらの報告
を大学進学に際し、目を通していたとのことです。本学を選んだ理由に研究が関わっていたこ
とを知り、嬉しく思いました。学部学生からストレートで大学院に進学し、研究できるという
ことは、学部で培った素養をもとに、研究テーマをさらに深化させ、発展させることができる
と考えます。地域に還元できる研究を一緒にすすめていきたいと思います。

青 森 県 立 保 健 大 学 の  デ ー タ と リ ア ル青 森 県 立 保 健 大 学 の  デ ー タ と リ ア ル



後援会 決算、予算

会　長

副会長
（理事）

理　事

監　事

顧　問

福士　達也

長内　美保子

大友　夏美

角田　睦子

齊藤　久美

大里　洋志

柿崎　真澄

髙坂　五大

小田桐　芳江

小形　比呂史

児玉　寛子

理学療法学科

社会福祉学科

社会福祉学科

栄養学科

栄養学科

看護学科

理学療法学科

社会福祉学科

看護学科

社会福祉学科
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学年
令和６年度青森県立保健大学後援会役員

　後援会会員の皆様には、ご健勝のこととお慶び申し上
げます。
　さて、後援会では、新入生研修や学生の福利厚生、大
学祭、サークルなどの活動および卒業研究への助成等、
大学に入学してから卒業するまでのさまざまな場面で学
生に対する支援を行うことを使命としております。
　特に令和５年度におきましては、新型コロナウイルス
感染症の検査費用の助成、国家試験対策費用の助成など、
学生への支援を適時適切に行うことができたと考えてお
ります。
　また、大学内で休養をとることができる場所として、
休養スペースを設置するにあたり、必要となる物品の購

入費用を後援会から助成し、学生の皆さんが適度に休息をとりながら、日々の勉学
に励むことができるよう支援しております。
　後援会では、会員の皆様のご理解とご協力のもと、これからも学生を全面的に支
援し、成長を温かく見守っていきたいと考えております。今後ともよろしくお願い
申し上げます。

後援会会長
福士 達也

令和５年度 後援会決算書（収入の部） （単位：円）

項　　目

1 会費収入 11,985,000
学部生11,450千円（@50,000×229人）
編入生75千円（@37,500×2人）
大学院生620千円（@20,000×31人）

12,145,000 160,000

35,943,141 35,943,141 0

預金利息 預金利息（前年度実績）149 429 280

47,928,290 48,088,570 160,280

2 前年度からの繰越金

3 雑収入

５年度予算（A） ５年度決算（B）比較（B-A） 摘　　要

合　　計

合　　計

小　計

（支出の部） （単位：円）
項　　目

1 会議費 23,000 理事会・監事監査等出席役員の交通費

自治会活動助成費　91,850円
サークル助成費　900,550円
サークル特別助成費　714,550円
サークル特別助成費戻入れ　△170,000円

4,040 △ 18,960

250,000 99,699 △ 150,301

300,000 173,268 △ 126,732
残高証明書発行手数料 660円
保護者懇談会・総会開催案内送料78,008円
後援会費振込用紙印刷代　94,600千円

12,555,000 9,990,363 △ 2,564,637

1,810,000 1,536,950 △ 273,050

1,400,000 1,862,126 462,126

大学院新入生交流会

※次年度への繰越金37,920,899円 （総収入48,088,570円 - 総支出 10,167,671円）

注） 長期預り金は、令和5年4月20日に出金専用口座に入金したもの。
 公立大学法人青森県立保健大学名義の使途不明口座を解約したことに伴う残金であり、
 将来的に権利者から返還請求がなされた場合に柔軟に対応できるよう、
 教務学生課所管の後援会の口座に長期預り金として入金した。

84,000 40,156 △ 43,844

52,000 0 △ 52,000

検査費（肝炎、新型コロナ、実習関係）
 1,986,075円
休養スペース整備費　864,740円
卒業（修了）年次研究等助成　2,363,330円
　　　　〃　　　　戻入れ　△40,000円
卒業関連事業助成　1,105,550円
　　　　〃　　　　戻入れ　△170,474円
修了関連事業助成　22,661円

4,750,000 2,850,815 △ 1,899,185

480,000 319,550 △ 160,450

12,930,000 10,167,671 △ 2,762,329
34,998,290 37,920,899 2,922,609

47,928,290 48,088,570 160,280

3,781,000 3,281,067 △ 499,933

2 事務費

3 事業費

4 予備費

5 次年度以降事業費

― 92,308 注）使途不明口座解約金―１　長期預り金

（1）サークル活動助成費

５年度予算（C） ５年度決算（D）比較（D-C） 摘　　要

（2）大学祭等助成費

（3）会報誌作成費

（4）学生福利厚生費

（5）卒業関係・国家
 試験対策関係
 助成費

（6）新入生研修費

（7）その他

（1）サークル活動助成費

（2）大学祭等助成費

（3）会報誌作成費

（4）学生福利厚生費

（5）卒業関係・
 国家試験対策関係
 助成費

（6）新入生研修費

（7）その他

令和６年度 後援会予算書（収入の部） （単位：円）

項　　目

1 会費収入
（大学予算案ベース）
学部生11,400千円（@50,000×228人）
編入生150千円（@37,500×4人）
大学院生540千円（@20,000×27人）

12,090,000 105,000

37,920,899 1,977,758

429149 280

50,011,328 2,083,038

2 前年度からの繰越金

3 雑収入

６年度予算（B） 比較（B-A） 摘　　要

合　　計

合　　計

小　計

（支出の部） （単位：円）
項　　目

1 会議費 理事会・監事監査等出席に係る役員の交通費
＠1千円×1人×3回

自治会活動助成費　100千円
サークル助成費　1,110千円（30千円×37団体）
サークル特別助成費　900千円（60千円×15団体）

3,000 △ 20,000

「活彩!保健大学だより」作成･発送費
負担分（前年度同額）250,000 0

201,000 △ 99,000
残高証明書発行手数料ほか　1千円
監査・理事会案内、
保護者懇談会開催案内発送料 100千円

12,444,000 △ 111,000

2,110,000 300,000

大学祭運営費（前年度同額）

卒業年次研究等助成・卒業関連事業助成
　3,450千円（15千円×230人）
修了年次研究等助成・修了関連事業助成
　420千円（12千円×35人）

1,900,000 500,000

慶弔費など52,000 0

検査費（肝炎、新型コロナ、実習関係）
 3,750千円
（4千円×学部生930人＋院生500円×60人）

3,750,000 △ 1,000,000

新入生研修に係る助成費　 お弁当ほか480千円
｛1.5千円＊(新入生230人+上級生70人+教職員20人）｝480,000 0

大学院新入生交流会　1.2千円
＊（新入生等30人＋教職員40人)84,000 0

12,700,000 △ 230,000
37,311,328 2,313,038

50,011,328 2,083,038

3,870,000 89,000

2 事務費

3 事業費

4 予備費

5 次年度以降事業費

６年度予算（D）

11,985,000

35,943,141

47,928,290

５年度予算（A）

23,000

250,000

300,000

12,555,000

1,810,000

1,400,000

52,000

4,750,000

480,000

84,000

12,930,000
34,998,290

47,928,290

3,781,000

５年度予算（C） 比較（D-C） 摘　　要

　近頃、「人生100年時代」という言葉をよく耳にしますが、職
業人生が長期化していく中で、学生には、将来にわたり自分の
人生を自ら切り開き、主体的にキャリア形成していくことが求
められます。後援会は、学生の福利厚生の充実に加え、サーク
ル活動や大学祭など課外活動も支援しており、このことは学生

の主体的なキャリア形成に資する自己理解や啓発的経験にも繋
がるものであり、厚く感謝申し上げます。
　今後も後援会と大学が連携し、学生生活全般にわたり支援し
ていきたいと考えますので、引き続き、よろしくお願いいたし
ます。

後援会からのお知らせ

大学から後援会へ　教務学生課長 大西 学　

　学長あいさつ

私たちは、本学で得た専門性を生かして各人が目指す未来を描くことができるように、 
様々な背景や考えをもつ皆さんがともに学ぶための環境づくりや支援に努めています。 
この冊子で紹介した多くの「生の声」からも、のびのびと楽しく学びを深め、社会で活躍
している様子がうかがえ、たいへん嬉しく思っています。「インスタグラム」などからも、
リアルな姿や声を随時お伝えしておりますので、フォローよろしくお願いします。

学長　吉池 信男

　こんにちは。令和6年度、青森県立保健大学の大
学祭実行委員長の理学療法学科３年の篠崎佑介で
す。今年の大学祭について少しお話します。
　今年の大学祭のテーマはVein～モーリーの守り
たいもの～となっております。「Vein」とは静脈のこ
とであり、全人類に存在します。静脈とは老廃物や
二酸化炭素を含んだ血液が流れている場所です。
私たちが暴飲暴食をしたり、ストレスを受けて自律
神経やホルモンのバランスが崩れて血管が傷つい
たりしても、絶えず血液を心臓へ流し続けます。モ
ーリーは静脈を象徴していて、リンリンは動脈を象

徴しています。つまり、モーリーはリンリンや心臓が正常に働くように常
に動き続けているのです。今回は日頃頑張っているモーリー（静脈）の
存在に気付いてもらえるようにこのテーマにしました。

　今年は昨年度と同様に芸人のスペシャルステージやビンゴ大会を開
催する予定です。さらに、野球大会やゲーム大会などの新しい企画をい
くつも用意しております。景品も用意する予定です。今年の大学祭にご
期待ください。
　昨年度から新型コロナウイ
ルスが第５類に移行し、たくさ
んのことが再びできるようにな
りました。そのため、多くの企
画を用意します。本学の学生だ
けでなく、地域の方々が安全か
つ楽しめて健康に良いものを
準備します。当日のご来場お待
ちしております。

　在学生の保護者等の皆様を対象とした懇談会を開催いたします。皆様のご参加、お待ちしております。
●日時：令和６年10月12日（土）10時30分から1２時00分まで
●場所：青森県立保健大学　教育研究Ｂ棟２階
　 Ｂ209 演習室（看護学科）、Ｂ201会議室（理学療法学科）
　 Ｂ203会議室（社会福祉学科）、Ｂ202会議室（栄養学科）
●内容：10:30～ 後援会長あいさつ、学生部長からの情報提供
 10:40～ 学科長からの説明（実習支援、講義の状況、就職・国家試験）
 10：55～ 担当教員による個別面談（事前申込制）※申込みは締め切りました。
●上記会場をご自由に出入りいただけます。当日は大学祭を開催しています。

　本学公式インスタグラムでは、保健大学
のリアルな日常（イベント、授業風景、学生
生活等）を日々発信しております。学生に
よる投稿もありますので、
ぜひ、フォローしていただ
き、本学の日常を垣間見
ていただければ幸いです。

　本学の歴史は、同時に皆様方の暖かいご支援の歴史でも
あります。本学では、2種類の基金を設置しております。今
後とも皆さまの暖かいご支援をよろしくお願いいたします。
■一般基金
　教育・研究・地域貢献活動、学生活動・学生生活の支援、
施設・設備・環境の整備のために活用させていただきます。
用途を指定することもできます。
■特定基金
　特定のプロジェクトを支援するための基金で、現在次の２つが設置さ
れています。
●青森から繋げるアジアで活躍する栄養の若手人材育成のための教
育・学術国際交流活動基金（EYNAプロジェクト）

　本学栄養学科の学生及び本学大学院生、栄養学を学ぶ東南アジ
アの外国人留学生などの教育・学術交流活動を支援し、若手人材の
育成に役立てることを目的とした基金です。昨年度は、交流協定を
結んでいる十文字学園女子大学大学院のベトナム人留学生・教員を
招聘し、本学学生・既卒生と交流を実施しました。

●「絵本」を活用した保健医療福祉職（本学各学科に関する国家資格）
の魅力発信事業
　子どもたちに保健医療福祉職の魅力を伝えることで、子どもたち
が専門職に興味を持ち、将来なりたい職業として身近に感じてくれ
ること、また、将来の本学入学希望者の獲得につながり保健医療福
祉職の養成として本県に大きく寄与することに資することを目的と
して新たに特定基金を設置しました。

公式インスタグラムフォローのお願い

御寄付は
こちらから

インスタグラムはこちらから ➡

大学祭のお知らせ　　10/12㈯・13㈰

御寄附のお願い

保護者等懇談会のお知らせ　　10/12㈯

大学祭実行委員長
理学療法学科３年
篠崎 佑介さん

〒030-8505
青森県青森市大字浜館字間瀬 58-1　電話 017-765-2000（代表）・FAX 017-765-2188 URL https://www.auhw.ac.jp/
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